
くすのき・125 採択者紹介  ｜ Vol.1 ｜

京都大学の研究者が描く、
125年後の地球社会



１
２
５
年
後
の
地
球
社
会
に
向
け
た
研
究
が
、

い
ま
、京
都
大
学
で
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

く
す
の
き
・
1
2
5
と
は

　

京
都
大
学
の
シ
ン
ボ
ル「
く
す
の
き

（
楠
）」は
、ゆ
っ
く
り
と
長
い
時
間
を
か
け

て
着
実
に
大
木
へ
と
生
長
し
ま
す
。こ
の
こ

と
か
ら
、ゆ
っ
く
り
で
あ
っ
て
も
堅
実
に
成

長
し
、大
成
す
る
学
問
は「
楠
学
問
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
【
く
す
の
き
・
1
2
5
】は
、京
都
大
学

が
1
2
5
年
後
、さ
ら
に
そ
の
ず
っ
と
先

ま
で
、そ
の
よ
う
な
研
究
・
学
問
を
育
て
る

場
と
な
れ
る
よ
う
に
と
の
想
い
を
込
め
命

名
さ
れ
た
、皆
様
か
ら
の
寄
付
金
を
学
内

の
教
員
に
提
供
す
る
学
内
フ
ァ
ン
ド（
京

都
大
学
が
め
ざ
す
目
標
に
向
け
て
、京
都

大
学
が
持
つ
資
金
を
学
内
の
教
職
員
等
に

提
供
す
る
制
度
）で
す
。
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1
8
9
7
年
に
京
都
大
学
が
創
立
さ

れ
て
以
来
、
地
球
社
会
は
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。地
球
環
境
の
深
刻
な

変
化
、多
様
な
価
値
観
の
表
面
化
、感
染

症
の
世
界
的
流
行
な
ど
に
直
面
し
、
既

存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
行
き
詰
ま
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
状
況
の
中
、

2
0
2
2
年
に
創
立
1
2
5
周
年
を
迎

え
る
京
都
大
学
が
、
今
だ
か
ら
こ
そ
未

来
に
向
け
て
歩
む
べ
き
方
向
を
見
据

え
、
学
内
・
学
外
の
垣
根
を
超
え
て
魅

力
あ
る
地
球
社
会
の
未
来
像
を
構
築
・

発
信
し
て
い
き
た
い
。そ
ん
な
思
い
を

胸
に
、
新
た
な
学
内
フ
ァ
ン
ド【
く
す
の

き
・
1
2
5
】
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

京
都
大
学
に
は
、「
創
立
以
来
築
い
て
き

た
自
由
の
学
風
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ

つ
つ
、
多
元
的
な
課
題
の
解
決
に
挑
戦

し
、
地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存
に
貢

献
す
る
」
と
い
う
基
本
理
念
が
あ
り
ま

す
。こ
の
基
本
理
念
に
立
ち
返
り
、既
存

の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発

想
で
、次
の
1
2
5
年
に
向
け
て
、調
和

し
た
地
球
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
自
ら
描

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
し
て
い

る
〝
お
も
ろ
い
〞
次
世
代
研
究
者
を
【
く

す
の
き
・
1
2
5
】は
支
援
し
ま
す
。



3K Y O T O  U N I V E R S I T Y  /  K u s u n o k i  1 2 54

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

共
生
・
混
生
す
る
社
会
を

人
と
自
然
と
人
工
物
が

支
配
で
は
な
く
導
き
合
い
、

法
学
の
思
想
は

■ 

稲
谷 

龍
彦
　
法
学
研
究
科 

教
授
　
↓
P5

も
う
一
度
戻
す
こ
と
。

地
球
の
生
態
系
に

人
類
の
存
在
を

大
き
く
見
れ
ば
、

だからその調和をめざすのが、私のビジョンです。
環境と開発の調和なくして125年後はない、

地球環境を徹底的にいじめていました。
大量消費と経済発展を優先するあまり
125年前のことを調べてみたら、

実
現
し
た
い
で
す
。

『
明
る
い
健
康
長
寿
社
会
』を

神
経
変
性
疾
患
の
新
た
な

治
療
法
確
立
に
貢
献
し
、

タ
ン
パ
ク
質
の
基
礎
研
究
で
、

非
平
衡
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

考
え
て
い
ま
す
。

維
持
で
き
る
社
会
に
な
る
と

万
人
が
長
く
健
康
を

発
症
前
に
細
胞
を
修
復
で
き
れ
ば
、

病
気
の
芽
を
捉
え
て

が
ん
で

死
な
な
い
社
会
」で
す
。

「
が
ん
と
共
に
生
き
、

当
た
り
前
の
社
会
で
す
。

最
期
ま
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が

つ
ま
り
歳
を
と
っ
て
も
病
気
を
せ
ず
、

サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
、

循環する社会の実現が重要です。

地球と人にやさしい材料があらゆる産業で
資源不足や環境汚染につながらない、

様々な問題を克服する社会です。
脳科学によって、現代社会が直面する

脳を知り、脳を守り、脳を作る

CO2を出さない社会は、
125年より
もっとずっと手前に

実現しなければならない
未来像です。目標ができればいいなと思っています。

健康と福祉を』という
『すべての人と動物に

SDGsの目標を少し広げて、
『すべての人に健康と福祉を』という

■ 宮部 貴子　ヒト行動進化研究センター 助教　→P10
■ 南 英治　エネルギー科学研究科 助教　→P10

■ 林 悠　医学研究科 教授　→P9

■ 沼田 圭司　工学研究科 教授　→P9

■ 

土
居 

雅
夫
　
薬
学
研
究
科 

教
授
　
↓
P8

■ 

滝 

真
奈
　
医
学
部
附
属
病
院 

助
教
　
↓
P8

■ 

鈴
木 

淳
　
高
等
研
究
院 

物
質-

細
胞
統
合
シ
ス
テ
ム
拠
点（
i
C
e
M
S
） 

教
授
　
↓
P7

■ 

菅
瀬 

謙
治
　
農
学
研
究
科 

教
授
　
↓
P7

■ 佐藤 宏樹　アジア・アフリカ地域研究研究科 准教授　→P6

象徴といってよいでしょう。

水素社会は、調和した地球社会の
カーボンニュートラルな

着目することで実現される
原子核の個性に

■ 金 賢得　理学研究科 助教　→P6

■ 

大
山 

修
一
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科 

教
授
　
↓
P5

12人の研究者が語る、

 125年後の
調和した
地球社会とは



調
和
し
た
社
会
を
法
学
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
。

「
実
証
法
学
の
確
立
に
向
け
た
法
学
方
法
論
の
探
究
」

稲谷 龍彦

法学研究科 教授

々
の
価
値
観
が
多
様
で
衝
突

し
合
う
世
界
に
は
「
法
」
が

必
要
で
す
。
一
方
で
、
法
が
提
示
す

る
価
値
観
に
人
々
を
従
わ
せ
る
こ

と
で
、
人
間
の
多
様
性
が
損
な
わ
れ

る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
回

避
す
る
に
は
、
法
を
制
定
し
運
用
す

る
「
人
間
」
は
実
際
に
は
何

者
で
あ
る
の
か
、
既
存
概
念

に
捕
ら
わ
れ
ず
に
検
証
し
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
は
、
周
り
の
人
間
、

生
物
、
人
工
物
も
含
め
て
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
に
影
響
を
受

け
な
が
ら
常
に
変
化
す
る
人

法務博士（京都大学）。東京大学
文学部卒業後、京都大学大学院
法学研究科修了。同助教、准教
授を経て、2021年3月より現職。
専門は刑事学で、グローバル化
する企業犯罪や科学技術と法規
制のあり方について研究してい
る。単著に『刑事手続におけるプ
ライバシー保護－熟議による適
正手続の実現を目指して－』（弘
文堂）、共著に松尾陽編『アーキ
テクチャと法』（弘文堂）がある。

間
の
性
質
を
捉
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
く
す
の
き
・
1
2
5
で
は
、

人
間
が
人
工
物
か
ら
ど
ん
な
影
響

を
受
け
る
の
か
を
理
解
す
る
た
め
、

脳
科
学
的
実
験
な
ど
に
よ
り
得
た

定
量
的
な
知
見
を
、
哲
学
や
文
化
人

類
学
の
研
究
者
と
共
に
定
性
的
に

検
証
し
、
新
た
な
法
学
の
基
盤
を
模

索
し
ま
す
。
こ
の
「
実
証
法
学
」
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
人
々
と

事
物
や
自
然
と
が
共
生
・
混
生
で
き

る
社
会
を
実
現
し
た
い
で
す
。

餓
え
と
争
い
を
な
く
す
た
め
、
砂
漠
を
ゴ
ミ
で
緑
化
す
る
。

「
ア
フ
リ
カ
の
人
道
危
機
を
解
決
す
る
実
践
平
和
学
」

大山 修一 

アジア・アフリカ地域研究研究科 
教授

博士（人間・環境学）（京都大
学）。専門は地理学で、ザンビ
アやニジェール、ウガンダなど
の農村を中心とした、文理融合
の学際的な地域研究を続けて
いる。著書に『西アフリカ・サヘ
ルの砂漠化に挑む：ごみ活用
による緑化と飢餓克服、紛争
予防』（昭和堂）などがある。

分
子
の
世
界
を
支
配
す
る
新
し
い
法
則
を
見
つ
け
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
変
え
る
。

「
核
の
個
性
が
顕
在
化
す
る
分
子
科
学
か
ら
水
素
社
会
の
実
現
へ
」

金 賢得

理学研究科 助教

京都大学大学院人間・環境学
研究科博士後期課程修了。
2004年、同理学研究科助手。
2007年より現職。2013年から
2018年まで、科学技術振興機
構「さきがけ」研究員。専門分
野は粒子群の非平衡量子動力
学。研究テーマとして水素系の
量子分子動力学法の開発のほ
か、半導体をはじめとしたナノ
マテリアルの光励起ダイナミク
スにも取り組む。

キ
ツ
ネ
ザ
ル
の
森
か
ら
、
住
民
と
共
に
未
来
を
つ
く
る
。

「
環
境
保
全
と
経
済
開
発
が
調
和
す
る
生
態
系
デ
ザ
イ
ン
」

佐藤 宏樹

アジア・アフリカ地域研究研究科
准教授

京都大学アジア・アフリカ地域
研究研究科博士後期課程修
了。2016年より同助教。2020
年4月より現職。専門は熱帯生
態学・霊長類学。マダガスカル
北西部の熱帯雨林でキツネザ
ル類の生態を研究するほか、
有用植物や生態系サービスに
着目した地域研究にも研究
テーマを広げている。

人

が
研
究
す
る
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

島
で
は
、
絶
滅
危
惧
動
物
で

あ
る
キ
ツ
ネ
ザ
ル
が
果
実
を
食
べ
て

種
子
を
撒
く
こ
と
で
し
か
発
芽
で

き
な
い
植
物
が
あ
り
、
住
民
は
そ
の

植
物
か
ら
医
薬
や
建
材
な
ど
を
つ

く
る
こ
と
で
生
活
や
文
化
を
豊
か

に
し
て
い
ま
す
。
も
し
キ
ツ

ネ
ザ
ル
が
絶
滅
す
れ
ば
、
そ

の
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
、
生
物
や

生
態
系
に
由
来
し
、
人
間
の

利
益
に
な
る
機
能
の
こ
と
を

「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼

び
ま
す
。
調
和
し
た
地
球
社

会
の
実
現
に
は
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

を
正
確
に
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

く
す
の
き
・
1
2
5
で
は
、
地
域
の

住
民
と
共
に
多
様
な
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
の
理
解
を
深
め
、
環
境
保
全
と

経
済
開
発
と
が
両
立
で
き
る
仕
組

み
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
れ
を
実
際
に

運
営
す
る
た
め
の
基
盤
を
つ
く
り

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
地
域
に
浸

透
さ
せ
、
人
間
社
会
と
、
動
植
物
や

無
生
物
を
含
む
自
然
環
境
と
が
調

和
す
る
未
来
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

私

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
水
素

社
会
の
実
現
に
は
、
水
素
を

安
全
安
価
に
貯
蔵
・
輸
送
す
る
技

術
が
不
可
欠
で
す
が
、
今
は
ま
だ

実
用
に
見
合
う
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
私
は
、
水
素
の
原
子
核

が
持
つ
個
性
に
着
目
し
ま
し
た
。
水

素
に
は
、
原
子
核
の
ス
ピ
ン

の
向
き
が
異
な
る
パ
ラ
水
素

と
オ
ル
ソ
水
素
の
2
種
類
が

あ
り
、
パ
ラ
水
素
の
み
を
選

択
的
に
純
化
精
製
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
問
題

解
決
の
鍵
と
な
る
の
で
す
。

こ
の
純
化
精
製
の
技
術
が
実

用
化
さ
れ
れ
ば
、
環
境
問
題
の
解

決
だ
け
な
く
、
今
は
不
毛
の
地
と

言
わ
れ
る
土
地
で
太
陽
光
や
風
力

を
利
用
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

産
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新

た
な
油
田
が
湧
く
の
に
相
当
す
る

ほ
ど
の
価
値
を
生
み
出
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
経
済
的
に
貧
し
い
地
域
が

活
性
化
す
れ
ば
、
地
球
上
に
あ
る

地
域
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

カ

境
問
題
は
、
人
間
の
営
み
が

生
態
系
の
循
環
か
ら
外
れ
る

こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
西
ア

フ
リ
カ
・
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
農
村
で
つ
く

ら
れ
た
農
・
畜
産
物
は
都
市
に
運
ば

れ
て
消
費
さ
れ
、
残
飯
や
し
尿
は
膨

大
な
量
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
ゴ
ミ
は
農
村
に
戻
ら
な
い

た
め
、
農
村
の
土
地
は
や
せ

て
農
業
生
産
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。
貧
困
や
飢
餓
に

よ
る
や
り
場
の
な
い
怒
り
は

若
者
を
テ
ロ
や
紛
争
に
駆
り

立
て
ま
す
。
都
市
で
蓄
積
し

た
ゴ
ミ
を
農
村
に
戻
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
豊
か
な
土
地
が
再
生

さ
れ
、
人
々
が
平
和
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

2
0
0
3
年
に
始
め

た
都
市
ゴ
ミ
に
よ
る
荒
廃
地
の
緑
化

を
、
く
す
の
き
・
1
2
5
で
発
展
さ

せ
、
住
民
と
首
都
ニ
ア
メ
近
郊
の
緑

化
サ
イ
ト
に
2
5
0
0
ト
ン
の
ゴ
ミ

を
撒
い
て
い
き
ま
す
。こ
の
「
実
践
」

に
よ
り
人
間
の
営
み
を
生
態
系
の
循

環
に
位
置
づ
け
、
持
続
的
で
、
平
和

な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

環

INATANI TATSUHIKO

OYAMA SHUICHISATO HIROKI

KIM HYEON-DEUK

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら
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1日に1㎢あたり9,000個もの種子
がチャイロキツネザルの個体群に
よって散布されている

8年かけて緑化されたサイト。放牧
はわずかな草地を求めて何時間も
歩き続ける過酷な労働であったが、
緑化サイトにおいて幼い子供でも家
畜の放牧ができる

金先生の研究は、トヨタ・モビリティ
基金による「水素社会構築に向けた
革新研究助成」（2017年度）に選定
された。写真は研究費の授与式の
様子

フランス留学時の1枚。国民性と法
も深く関わっていると実感した



生体内の「流れ」の中で刺激
を受け形成されるアミロイド
線維の模式図

生
体
内
の
流
れ
の
中
で
の
タ
ン
パ
ク
質
の
振
る
舞
い
に
迫
る
。

「
非
平
衡
生
体
分
子
科
学
が
築
く
健
康
長
寿
社
会
」

菅瀬 謙治

農学研究科 教授

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
神
経

変
性
疾
患
の
原
因
は
、生
体
の

中
に
あ
る
血
液
や
リ
ン
パ
な
ど
の

『
流
れ
』の
あ
る
状
態
、つ
ま
り
非
平

衡
な
状
態
で
生
じ
る
タ
ン
パ
ク
質
の

凝
集
や
線
維
化
（
ア
ミ
ロ
イ
ド
線
維
）

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
ま
で
タ
ン
パ
ク
質
の
研

究
は
静
止
状
態
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
、線
維
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
し
た
。
そ

こ
で
私
は
、非
平
衡
な
状
態
に
あ
る
タ

ン
パ
ク
質
を
分
析
す
る
た
め
の
装
置
、

『
μ
R
h
e
o-

N
M
R
』
を
企
業
の

人
た
ち
と
と
も
に
開
発
し
、
今
は
よ

横浜国立大学工学研究科博士
前期課程修了後、財団法人サン
トリー生物有機科学研究所に
研究員として着任。後に同主席
研究員。在籍中に横浜国立大学
で博士号(工学)を取得。2022
年より現職。専門は構造生物
学・生物物理学。主な研究テー
マはRheo-NMRによるタンパ
ク質のアミロイド線維化機構の
研究。

り
生
体
内
の
流
れ
に
近
い
状
態
で
分

析
が
可
能
と
な
る
μ
R
heo-

N
M
R

の
改
良
版
装
置
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
流
れ
の
中
で
タ
ン
パ
ク

質
が
ど
の
よ
う
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
線
維

化
し
て
い
く
の
か
を
解
明
で
き
れ

ば
、
効
果
的
な
治
療
薬
の
開
発
へ
と

つ
な
げ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、『
非

平
衡
』
そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解
が

さ
ら
に
深
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

細
胞
の
異
常
を
検
知
し
病
気
に
な
る
前
に
修
復
す
る
。

「
不
要
細
胞
の
除
去
か
ら
目
指
す
健
康
寿
命
の
永
続
」

鈴木 淳

医学博士（大阪大学）。大阪大
学大学院医学研究科博士課程
修了。京都大学大学院医学研
究科助教、大阪大学免疫学フ
ロンティア研究センター寄附部
門准教授を経て、2017年1月よ
り現職。専門は医生化学、細胞
膜生物学。2014年科学技術分
野の文部科学大臣表彰若手科
学者賞、日本生化学会奨励賞
受賞。

滝 真奈

医学部附属病院 助教

2007年、京都大学卒業。産婦
人科医。これまで田附興風会
医学研究所北野病院、日本赤
十字社和歌山医療センター、
滋賀県立成人病センター(現 
滋賀県立総合病院)、MDアン
ダーソン癌センターに赴任。
2020年より現職。専門分野は
卵巣癌をはじめとする婦人科
腫瘍で、腫瘍免疫に着目した
新たな治療法を研究している。

体
内
時
計
を
整
え
て
、
未
来
の
濃
密
な
時
間
を
創
出
す
る
。

「
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
実
現
の
た
め
の
脳
老
化
克
服
」

土居 雅夫

薬学研究科 教授

東京大学大学院理学系研究科
生物化学専攻博士後期課程修
了。フランス国立科学センター
日本学術振興会海外特別研究
員、神戸大学大学院医学系研
究科助手を経て2007年に京
都大学に着任、2018年4月よ
り現職。研究テーマは生体リズ
ムを基盤とした時間医薬科学
の創成。

ア

ぜ
、
ヒ
ト
は
年
を
と
る
に
つ

れ
て
身
体
中
に
不
調
を
き
た

す
の
で
し
ょ
う
か
？
地
球
上
の
生

物
は
24
時
間
周
期
の
リ
ズ
ム
を
身

体
に
生
み
出
す
体
内
時
計
を
持
ち

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
細
胞
や
臓
器
は
、

体
内
時
計
の
指
令
の
下
で
昼

夜
や
季
節
の
変
化
に
適
応
し

て
お
り
、
体
内
時
計
の
リ
ズ

ム
が
乱
れ
る
と
、
高
血
圧
症

か
ら
認
知
障
害
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
異
常
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
リ
ズ
ム
は
老
化
に
よ
っ

て
も
崩
れ
て
い
き
ま
す
。
で

は
、
体
内
時
計
が
整
え
ば
、

老
化
に
伴
う
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を

一
つ
一
つ
治
す
こ
と
な
く
一
網
打
尽

に
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

く
す
の
き
・
1
2
5
で
は
、
体
内
時

計
の
中
で
も
脳
に
あ
る
中
枢
時
計

に
作
用
す
る
「
生
体
リ
ズ
ム
調
整
薬
」

を
開
発
し
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

の
認
知
症
の
改
善
を
め
ざ
し
ま
す
。

ひ
い
て
は
老
化
そ
の
も
の
の
仕
組

み
を
解
明
し
、
最
期
ま
で
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
当
た
り
前
の

社
会
を
作
り
た
い
で
す
。

な

が
ん
と
共
に
生
き
、
生
涯
を
全
う
で
き
る
未
来
を
め
ざ
す
。

「
が
ん
の
上
皮
間
葉
転
換
を
免
疫
治
療
で
制
御
で
き
る
か
」

在
、
日
本
全
体
で
約
半
数
の

方
が
が
ん
を
患
い
、
3
分
の

1
の
方
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
怖
い
病
だ
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
が
ん
が
小
さ
い
ま
ま
で

悪
さ
を
し
な
け
れ
ば
、
生
き
て
い
く

上
で
大
き
な
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
も
そ
も
が
ん
細
胞
は

元
は
自
分
の
細
胞
で
、
加
齢

と
と
も
に
自
然
に
発
生
し

て
く
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

現
在
の
根
治
を
め
ざ
す
治
療

は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
に
も
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
が
ん
も
自
分
の
身

体
の
一
部
と
捉
え
て
、
う
ま
く
付
き

合
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考

え
ま
し
た
。
う
ま
く
付
き
合
う
た

め
に
は
、
が
ん
の
悪
化
に
関
わ
る
、

浸
潤
や
転
移
が
起
こ
り
や
す
い
性

質
を
持
つ
が
ん
細
胞
を
免
疫
治
療

に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の

性
質
に
関
わ
る
上
皮
間
葉
転
換
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
深
く
理
解
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

現

体
内
で
は
、
常
に
死
ん
だ
細

胞
が
除
去
さ
れ
、
新
し
い
細

胞
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
死
ん
だ
細

胞
が
生
体
内
に
留
ま
る
と
慢
性
的

な
炎
症
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。

免
疫
細
胞
の
一
種
で
あ
る
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
が
死
ん
だ
細
胞
を
食
べ
て

除
去
す
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
死
ん
だ
細
胞
を
感
知

す
る
仕
組
み
は
長
い
間
、
謎

で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
、

私
た
ち
は
、
死
ぬ
間
際
の
細

胞
が
『
私
を
食
べ
て
』
と
い

う
シ
グ
ナ
ル
を
出
す
際
に
必

要
な
タ
ン
パ
ク
質
（
ス
ク
ラ
ン
ブ

ラ
ー
ゼ
）
を
世
界
で
初
め
て
同
定
し

ま
し
た
。
く
す
の
き
・
1
2
5
で

は
、
死
ん
だ
細
胞
だ
け
で
な
く
、
老

化
し
た
細
胞
や
、
生
き
た
細
胞
の
中

の
不
要
な
部
分
が
除
去
さ
れ
る
仕

組
み
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の
仕

組
み
を
利
用
し
、
不
要
な
細
胞
を
超

早
期
に
除
去
す
る
方
法
を
開
発
す

る
こ
と
で
、
病
気
の
芽
を
摘
み
、

人
々
が
健
康
に
長
く
生
き
ら
れ
る

社
会
を
実
現
し
ま
す
。

生

SUGASE KENJI

SUZUKI JUNDOI MASAO

TAKI MANA

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら

さ
ら
に
詳
し
い
話
は

こ
ち
ら
か
ら
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認知症マウスを用いた脳波・
脳内アミロイドβ観察の実験
の様子

マクロファージが死んだ細胞を食べ
る様子。死んだ細胞が食べられると
赤く光るように細工している

実験室で研究に取り組む滝先生

高等研究院 物質-細胞統合
システム拠点(iCeMS) 教授



空
気
か
ら
作
る
高
分
子
材
料
で
未
来
を
紡
ぐ
。

「
生
物
素
材
の
学
理
に
基
づ
い
た
循
環
型
材
料
の
創
出
」

沼田 圭司

工学研究科 教授

年
、
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

枯
渇
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
に
還
ら
な
い
物

質
に
よ
る
環
境
汚
染
は
深
刻
化
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解

決
す
る
に
は
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
競
合
せ
ず
、
環
境
へ
の
負

荷
が
小
さ
い
ま
っ
た
く
新
し

い
材
料
循
環
の
仕
組
み
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
私
は
空
気

と
海
水
か
ら
材
料
を
つ
く
り

出
し
、
利
用
後
は
ま
た
空
気

に
戻
す
と
い
う
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
材
料
の

東京工業大学大学院総合理工
学研究科博士後期課程修了。
理化学研究所などを経て
2020年に京都大学に着任。専
門は高分子化学。アミノ酸を基
本骨格とした高分子材料の合
成および材料設計に取り組ん
でいる。

元
と
な
る
高
分
子
を
生
み
出
せ
、
な

お
か
つ
海
水
で
培
養
で
き
る
唯
一
の

細
菌
で
あ
る
紅
色
光
合
成
細
菌
を

利
用
す
る
技
術
を
世
界
に
先
駆
け

て
開
発
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
人
工
シ

ル
ク
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
合
成
法
を

確
立
し
、
10
年
後
に
は
ま
と
ま
っ
た

量
と
純
度
の
も
の
を
生
産
で
き
る

体
制
を
整
え
、
物
性
も
明
ら
か
に
し

た
上
で
化
学
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
し

て
、
広
く
世
の
中
で
使
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

レ
ム
睡
眠
の
役
割
の
解
明
を
通
し
て
脳
の
謎
に
迫
る
。

「
『
眠
れ
る
力
』
を
呼
び
覚
ま
す
脳
科
学
で
創
る
夢
の
未
来
」

林 悠

医学研究科 教授

理学博士（東京大学）。東京大学大
学院理学系研究科修了。理化学研究
所脳科学総合研究センター(現・脳
神経科学研究センター)研究員、筑
波大学国際統合睡眠医科学研究機
構助教、准教授を経て、2020年4月
より現職。筑波大学国際統合睡眠医
科学研究機構教授と兼務。睡眠の作
用やメカニズムの解明、認知症や精
神疾患などに対する新たな予防治
療法の開発をめざす。2017年文部
科学大臣表彰若手科学者賞受賞。

南 英治

エネルギー科学研究科 助教

博士（エネルギー科学）。京都大
学工学部卒業、京都大学大学院
工学研究科修了後、民間シンク
タンク研究員を経て、京都大学
大学院エネルギー科学研究科
博士後期課程修了。2012年か
ら現職。専門はバイオマス科学、
化学工学、電気電子工学。超臨
界流体技術及びプラズマ化学
によるバイオリファイナリーシ
ステムの構築をテーマに研究。

サ
ル
が
感
じ
る
痛
み
を
理
解
し
、
人
間
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
模
索
す
る
。

「
人
と
動
物
の
調
和
し
た
地
球
社
会
を
目
指
し
て:

動
物
福
祉
科
学
」

宮部 貴子

ヒト行動進化研究センター 助教

2001年東京大学農学部獣医学
課程卒業、獣医師免許取得。
2005年に米国ウィスコンシン大
学博士課程修了（獣医学）。2006
年に京都大学霊長類研究所に着
任、2022年より現職。専門は霊
長類獣医学、獣医麻酔学。獣医師
として実験動物の環境改善に取
り組む。非ヒト霊長類における麻
酔・鎮痛を研究するほか、非ヒト
霊長類の自然発症疾患も研究
テーマとしている。

近

物
は
、
野
生
動
物
だ
け
で
な

く
、
産
業
動
物
、
動
物
園
動

物
、
伴
侶
動
物
、
実
験
動
物
と
し
て

深
く
人
間
社
会
に
入
り
込
み
、
地

球
社
会
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
役

割
は
、
動
物
に
と
っ
て
好
ま

し
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
動
物
福
祉
」
は
、

動
物
の
「
し
あ
わ
せ
」
に
つ
い

て
考
え
、
動
物
が
心
身
と
も

に
健
康
で
、
快
適
で
、
そ
の

動
物
本
来
の
行
動
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
状
態
を
め
ざ
す

考
え
方
で
す
。
で
は
、
人
間

の
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
の
な
い
動

物
の
「
し
あ
わ
せ
」
を
知
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
く
す
の

き
・
1
2
5
で
は
、
サ
ル
が
感
じ
て

い
る
痛
み
を
客
観
的
に
評
価
す
る

方
法
を
確
立
し
、
そ
れ
を
も
と
に

飼
育
環
境
を
改
善
し
、
福
祉
状
態

が
良
く
な
る
か
ど
う
か
を
検
証
し

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
起
点
と
し

て
、
す
べ
て
の
人
と
動
物
が
健
康
と

福
祉
を
得
て
「
し
あ
わ
せ
」
に
生
き

る
地
球
社
会
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

動

C
O
２
を
出
さ
な
い
社
会
を
実
現
す
る
。

「
低
温
プ
ラ
ズ
マ
を
援
用
し
た
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
」

イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
』
と

は
、
化
石
資
源
か
ら
燃
料
や

化
学
物
質
を
つ
く
る
仕
組
み
・
プ
ロ

セ
ス
を
、
木
材
の
よ
う
な
バ
イ
オ
マ

ス
で
置
き
換
え
る
技
術
分
野
の
こ

と
で
す
。
様
々
な
技
術
が
あ

る
中
で
私
た
ち
は
、
木
材
を

加
熱
し
て
分
解
す
る
熱
分
解

反
応
を
利
用
し
て
水
素
や
一

酸
化
炭
素
な
ど
可
燃
性
の
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
ガ
ス
を

も
と
に
電
気
や
化
学
物
質
を

つ
く
る
技
術
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
木
材
は
分
解

し
に
く
い
と
い
う
性
質
上
、

特
に
熱
分
解
反
応
の
制
御
が
難
し

い
の
で
す
が
、
熱
分
解
炉
に
低
温
プ

ラ
ズ
マ
を
照
射
す
る
こ
と
で
効
率
的

に
水
素
と
一
酸
化
炭
素
を
生
成
で

き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

化
石
資
源
が
使
え
な
く
な
る
時
代

は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
か

ら
、こ
の
研
究
を
進
め
て
バ
イ
オ
リ

フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
技
術
の
基
盤
と
な
る

原
理
の
解
明
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

技
術
の
実
用
化
と
そ
の
先
を
見
据
え

た
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『
バ

命
の
進
化
の
中
で
、
人
ほ
ど

複
雑
に
脳
を
発
達
さ
せ
た
動

物
は
い
ま
せ
ん
。
脳
の
活
動
は
人
間

を
規
定
す
る
活
動
の
根
幹
で
す
が
、

仕
組
み
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
特
に
わ
か
ら

な
い
部
分
が
多
い
の
が
、
夢
や
心
、

意
識
な
ど
、
目
に
は
見
え
な
い
け
れ

ど
確
か
に
感
じ
る
よ
う
な
脳
の
働

き
で
す
。
私
は
特
に
夢
に
着
目
し

て
そ
の
謎
に
満
ち
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
し
、
よ
り
幸
福
な
人
間
社
会

の
構
築
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、

今
は
二
つ
の
方
向
で
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
一
つ
は
人
に
本
来
備

わ
っ
て
い
る
『
眠
れ
る
力
』
を
最
大

限
に
引
き
出
す
医
療
、『
睡
眠
操
作

医
療
』
と
も
呼
べ
る
新
し
い
医
療
分

野
の
創
出
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
脳

が
生
み
出
す
究
極
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
と
も
言
え
る
レ
ム
睡
眠
中

の
『
夢
』
を
読
み
取
り
、
そ
の
意
義

の
解
明
を
通
じ
た
『
夢
の
生
理
学
』

の
確
立
で
す
。
夢
は
睡
眠
の
仕
組
み

を
解
き
明
か
す
鍵
で
あ
り
、
そ
れ

が
人
間
の
理
解
に
も
つ
な
が
る
で

し
ょ
う
。

生
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さ
ら
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さ
ら
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ニホンザルの表情を客観的
に評価する試み

125年後の地球社会の実
現に向けて、南先生が取
り組む研究のイメージ図

沼田先生の提案する、自然
環境・社会活動と調和した
材料循環



京都大学
125周年記念事業への
ご支援のお願い

京都大学基金
KYOTO UNIVERSITY FUND
寄付の詳細はこちら

　京都大学は創立125周年を新たな飛躍の契機とすべく、

国際競争力強化・研究力強化・社会連携推進を3つの柱と

し、学内ファンド「くすのき・125」をはじめ、“京大力”を発揮

できる優れた人材の育成に取り組んでいます。

　京都大学の基本理念にある「地球社会の調和ある共存」

のために、果敢に取り組む人材。瑞 し々い感性により、既存

の学問の分野を超え、新しい課題設定と解決策を見出す

人材。日本人の心の核である文化を見直し深めることによ

り、未来社会をつくる原動力となる人材。

　皆様のご支援は、これらの人材育成のための資金とし

て、直接活用させていただくほか、運用のための原資として

プールし、その運用益を基礎研究等に充当します。心からの

感謝の気持ちを込めて、大切に、そして、有意義に活用させ

ていただきます。

　今後なお一層の京都大学基金へのご支援をお願いいた

します。
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